
肥
前
鹿
島
藩
は
、
九
州
の
有
明
海
に
面
し
た
佐
賀
藩
の
支
藩
。
石
高
は
二
万
石

で
、
藩
と
し
て
は
小
さ
い
部
類
に
入
ろ
う
が
、
歴
代
の
藩
主
に
文
事
を
好
む
人
が
出

て
、
質
・
量
と
も
に
全
国
稀
に
見
る
蔵
書
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
大
半
は

現
在
、
佐
賀
県
鹿
島
市
祐
徳
稲
荷
神
社
内
に
あ
る
祐
徳
博
物
館
に
、
中
川
文
庫
と

し
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
書
目
は
、
「
祐
徳
文
庫
図
書
分
類
目
録
」
（
一
九
三
○

年
）
、
「
祐
徳
文
庫
図
書
分
類
目
録
補
遺
篇
」
（
一
九
六
一
年
）
、
「
昭
和
五
十
九
年
新

出
補
遺
」
（
一
九
八
四
年
）
の
各
Ⅱ
録
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
よ

り
完
全
な
目
録
の
作
成
を
Ⅱ
指
し
て
、
こ
こ
二
十
年
来
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
主

体
と
な
っ
て
書
誌
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
文
庫
が
ど
の
よ
う
な
特
色
を
も
つ
か
に
つ
い
て
は
、
調
査
団
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
い
る
井
上
敏
幸
の
「
文
学
名
宝
展
に
よ
せ
て
」
（
「
中
川
文
庫
名
宝
展
」

解
説
冊
子
、
二
○
○
一
年
九
月
）
に
、
そ
の
概
要
が
的
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
蔵
書
数
は
「
約
二
万
五
千
冊
」
、
そ
れ
ら
を
集
め
た
中
心
人
物
は
、

は
じ
め
に 肥

前
鹿
島
藩
主
鍋
島
家
の
神
道
書
と
そ
の
周
辺

ｌ
新
出
『
神
道
伝
授
秘
函
』
を
中
心
に
Ｉ

な
お
え
だ

「
第
三
代
直
朝
公
、
同
夫
人
祐
徳
院
、
第
四
代
直
條
公
、
直
條
公
の
兄
格
峰
禅
師
、

な
お
さ
と

参
お
よ
し

第
六
代
直
郷
公
、
第
十
三
第
直
彬
公
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
歴
代
藩
主
達
の
多

く
の
著
作
物
を
も
含
ん
で
い
る
点
に
、
他
の
文
庫
に
は
見
出
し
え
な
い
中
川
文
庫
独

自
の
特
徴
が
あ
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
」
、
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
蔵
書
が
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
に
形
成
・
管
理
さ
れ
て
き
た
の
か
を
考

え
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
歌
書
・
漢
詩
・
神
道
・
仏
教
な
ど
、
あ
る
程
度
大
ま

か
な
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
、
そ
の
蔵
書
形
成
の
歴
史
を
追
い
か
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を

総
合
し
た
視
点
か
ら
考
察
・
分
析
す
る
の
が
便
法
だ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
の
実
践
と
し

て
、
筆
者
は
か
っ
て
「
鍋
島
直
郷
と
垂
加
神
道
ｌ
井
川
道
祐
邪
蹟
略
ｌ
」
（
「
鹿
島
鍋

脇
藩
の
政
治
と
文
化
」
所
収
、
二
○
○
八
年
）
な
る
拙
柵
を
発
表
し
た
（
以
下
「
拙

稿
ｌ
」
と
略
称
）
。
こ
れ
は
テ
ー
マ
を
神
道
に
絞
っ
て
、
中
川
文
庫
の
神
道
書
全
体

の
傾
向
を
概
観
し
つ
つ
、
特
に
第
六
代
直
郷
の
集
詳
を
中
心
に
、
そ
の
特
色
を
考
察

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
内
容
上
、
こ
の
拙
稿
ｌ
の
内

容
と
重
複
す
る
点
が
あ
る
こ
と
を
最
初
に
お
断
り
し
て
お
く
。
た
だ
し
本
稿
で
は
、

祐
徳
稲
荷
神
社
内
で
近
年
新
た
に
発
見
さ
れ
た
神
道
資
料
の
紹
介
を
中
心
と
す
る
こ

川

平
敏
文
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と
で
、
拙
稿
１
の
内
容
を
補
う
と
と
も
に
、
第
四
代
直
條
の
神
道
受
容
に
つ
い
て

も
、
新
た
な
知
見
を
追
加
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

垂
加
神
道
六
五
点
（
三
一
％
）

復
古
神
道
五
五
点
（
二
六
％
）

伊
勢
神
道
二
九
点
（
一
四
％
）

儒
家
神
道
二
点
（
五
％
）

吉
田
神
道
七
点
（
三
％
）

そ
の
他
四
三
点
（
二
一
％
）
＊
総
記
、
両
部
・
民
衆
神
道
、
未
分
類
な
ど

こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
（
ご
垂
加
神
道
が
全
体
の
三
分

の
一
程
度
を
占
め
る
こ
と
、
そ
し
て
（
二
）
復
古
神
道
（
国
学
系
神
道
）
が
そ
れ
に

次
い
で
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
系
統
だ
け
で
、
全
体
の
半
分
以

上
と
な
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
付
け
加
え
て
、
内
容
上
の
特
徴
を
少
し
く
補
っ
て
お
く

ま
ず
拙
稿
１
に
拠
り
な
が
ら
、
中
川
文
庫
に
塗

つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
る
。

中
川
文
庫
の
神
道
書
を
、
そ
の
内
容
か
ら
分
》

に
な
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
江
戸
時
代
に
お
樫

そ
の
他
に
分
け
て
、
点
数
の
多
い
順
に
並
べ
て
峠

に
分
類
す
れ
ば
よ
い
の
か
迷
う
も
の
も
あ
る
が
、

う
た
め
の
デ
ー
タ
と
し
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

｜
中
川
文
庫
の
神
道
書
の
傾
向

書
を
、
そ
の
内
容
か
ら
分
類
し
て
み
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う

便
宜
上
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
五
つ
の
代
表
的
な
神
道
流
派
と

点
数
の
多
い
順
に
並
べ
て
い
る
。
書
物
に
よ
っ
て
は
ど
の
流
派

の
か
迷
う
も
の
も
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
大
ま
か
な
傾
向
を
窺

中
川
文
庫
に
お
け
る
神
道
書
の
全
体
的
な
傾
向
に

、
、

な
ら
ば
、
（
三
）
伊
勢
・
吉
田
・
儒
家
神
道
は
、
江
戸
前
期
の
版
本
が
多
い
。
（
四
）

垂
加
神
道
は
、
享
保
・
元
文
頃
の
岡
田
磐
斎
奥
書
写
本
が
多
い
。
（
五
）
復
古
神
道

は
、
平
田
篤
胤
の
版
本
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
ま
た
同
一
書
が
二
、
三
本
重
複
し
て

い
る
場
合
が
多
い
、
と
い
っ
た
事
柄
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
神
道
書
は
い
つ
収
集
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
が
一
つ
の
判
断
材
料
と
な
ろ
う
。
あ

ら
か
じ
め
、
こ
れ
ら
の
神
道
書
の
収
集
に
中
心
的
に
関
わ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
藩
主
名

を
あ
げ
て
お
く
な
ら
ば
、
左
図
の
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
網
掛
け
を
施
し
た
第
四
代
直
條
、
第
六
代
直
郷
、
第
十
三
第
直
彬
が
そ

れ
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
神
道
書
の
み
な
ら
ず
、
中
川
文
庫
全
体
の
蔵
書
形
成
に
お
け

る
中
心
人
物
と
言
え
る
人
た
ち
で
も
あ
っ
た
。

次
に
、
彼
ら
が
使
用
し
た
蔵
書
印
の
種
類
と
、
そ
れ
ら
が
全
体
に
占
め
る
割
合
を

示
そ
う
（
な
お
こ
こ
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
蔵
書
に
捺
さ
れ
て
い
る
「
中
川
文
庫
」

印
は
除
外
し
て
い
る
）
。

①
「
西
園
翰
墨
林
」

②
「
雲
垣
霊
社
」

③
「
直
郷
之
印
」

江
戸
前
期

第
４
代
第
５
代
第
６
代

江
戸
中
期

直

同舟：
郷

第
圃
代

（
六
代
略
）
１
１
南
臘
幽
１
１

幕
末
・
明
治

ー一

三
○
％

三

二

％
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こ
こ
か
ら
確
認
さ
れ
る
の
は
、
中
川
文
庫
の
神
道
書
は
、
直
條
（
江
戸
前
期
）
、
直

郷
（
江
戸
中
期
）
、
直
彬
（
幕
末
・
明
治
）
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
た

三
人
の
藩
主
た
ち
に
よ
っ
て
、
段
階
的
に
集
害
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
特
に
、
江
戸
中
期
の
直
郷
の
代
に
か
か
る
集
書
（
②
③
）
は
、
①
に

含
ま
れ
る
も
の
を
も
合
わ
せ
れ
ば
三
割
強
と
な
り
、
歴
代
藩
主
の
中
で
は
彼
が
最
も

神
道
書
の
収
集
（
す
な
わ
ち
神
道
受
容
）
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ

近
年
、
中
川
文
庫
の
神
道
害
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
資
料
群
が
、
祐
徳
稲
荷
神
社

内
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
鍋
島
直
條
・
直
郷
が
授
与
さ
れ
た
神
道
秘
伝
害
・

切
紙
な
ど
二
六
四
点
で
、
写
真
の
よ
う
な
状
態
で
、
黒
漆
塗
り
の
茶
箱
の
中
に
び
っ

し
り
と
収
納
さ
れ
て
い
た
。
い
ま
仮
に
、
こ
れ
を
『
神
道
伝
授
秘
函
」
と
称
し
て
お

く
。
本
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
報
告
す
る
が
、
大
ま
か
に
述
べ
て
お
け
ば
、

二
割
が
直
條
、
八
割
が
直
郷
に
か
か
わ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
中
川
文
庫
の
神
道

ブ
（
》
Ｃ

④
「
直
彬
之
章
」

⑤
「
藤
直
彬
印
」

⑥
「
白
雲
主
人
」

⑦
「
弘
文
館
」

⑧
そ
の
他
（
無
印
含
む
）

三
新
出
『
神
道
伝
授
秘
函
』
の
概
要

直
彬同 同 同

ヒーゴ

二
○
％

一
八
％

書
は
書
冊
形
態
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
ち
ら
は
一
紙
物
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま

た
そ
の
秘
伝
書
と
い
う
内
容
的
性
格
も
あ
っ

て
、
お
そ
ら
く
は
こ
う
し
て
、
他
の
神
道
書

と
は
別
に
保
管
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
資
料
の
出
現
に
よ
っ
て
、
鍋
島
家
の
神

道
受
容
の
実
態
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
詳
細

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本

稿
で
は
そ
の
中
か
ら
、
直
條
代
の
伊
藤
栄

治
、
直
郷
代
の
井
田
道
祐
と
い
う
、
二
人
の

神
道
家
と
鍋
島
家
と
の
関
連
を
示
す
新
た
な

資
料
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
は
伊
藤
栄
治
に
つ
い
て
。
拙
稿
「
伊
藤
栄
治
ｌ
あ
る
歌
学
者
の
生
涯
」
（
『
雅

俗
』
第
九
号
、
二
○
○
二
年
、
以
下
「
拙
稿
２
」
と
略
称
）
に
拠
り
な
が
ら
、
そ
の

（
１
）

伝
を
辞
書
風
に
略
述
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

歌
学
者
・
神
道
家
。
生
年
未
詳
～
貞
享
二
年
八
月
二
十
八
日
没
。
享
年
未
詳
。

一
楽
軒
・
是
斎
（
哉
）
な
ど
と
号
す
。
京
都
の
人
。
幼
く
し
て
知
恩
院
初
代
門

跡
良
純
法
親
王
に
仕
え
、
中
院
通
村
・
松
永
貞
徳
ら
の
教
え
を
受
け
る
。
慶
安

～
明
暦
頃
、
名
古
屋
・
伊
勢
地
方
に
て
和
歌
・
俳
譜
に
遊
び
、
万
治
頃
、
姫
路

藩
主
榊
原
忠
次
に
、
嫡
男
政
房
の
侍
読
と
し
て
召
し
出
さ
れ
る
。
政
房
没
後
の

寛
文
七
年
に
は
、
そ
の
徒
然
草
講
釈
が
特
に
認
め
ら
れ
て
、
島
原
藩
主
松
平
忠
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房
に
召
し
出
さ
れ
、
終
生
仕
え
た
。
ま
た
忠
房
の
甥
、
鹿
島
藩
主
鍋
島
直
條
と

も
交
流
が
あ
っ
た
。

伊
藤
栄
治
と
い
う
人
物
は
、
歌
学
者
と
し
て
も
神
道
家
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
そ

の
名
前
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
栄
治
が
、
榊
原
忠
次
や
松
平
忠
房
、

そ
し
て
鍋
島
直
條
な
ど
、
好
学
に
し
て
書
籍
収
集
に
熱
心
で
あ
っ
た
大
名
た
ち
と
深

い
関
連
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
学
者
と
し
て
の
評
価
を
知
る
う
え
で
は
重
要

な
指
標
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
い
わ
ば
「
学
問
通
」
の
大
名

た
ち
の
あ
い
だ
を
渡
り
歩
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
栄
治
の
身
に
つ
け
て
い
た
歌

学
・
神
道
学
の
知
識
が
、
非
常
に
筋
の
良
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
栄
治
が
最
終
的
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
島
原
藩
に
は
、
松
平
文
庫
と

い
う
、
松
平
忠
房
の
集
書
を
中
心
と
し
た
全
国
的
に
も
有
名
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

る
。
し
か
し
当
文
庫
に
は
、
栄
治
の
著
述
お
よ
び
そ
の
関
係
文
書
は
ほ
と
ん
ど
伝
存

し
て
い
な
い
。
一
方
、
栄
治
と
は
直
接
的
に
は
関
係
の
な
か
っ
た
鹿
島
藩
関
係
の
資

料
に
は
、
そ
れ
ら
が
比
較
的
多
く
残
っ
て
い
る
。
左
は
そ
の
一
覧
で
あ
る
。

〈
中
川
文
庫
〉

「
神
道
奥
義
之
書
」
（
写
本
一
冊
、
万
治
元
年
奥
書
）

「
政
房
朝
臣
家
点
取
和
歌
」
（
写
本
一
冊
、
万
治
三
年
奥
書
）
＊
飛
鳥
井
雅
章
点

「
紅
紫
弁
引
抄
」
（
写
本
二
冊
、
寛
文
二
年
序
）

「
近
代
和
歌
点
取
／
院
御
点
」
（
「
新
月
箏
記
」
〈
写
本
一
冊
〉
所
収
、
寛
文
三
年

奥
書
）

「
三
十
首
倭
歌
」
（
写
本
一
冊
、
寛
文
頃
か
）
＊
榊
原
政
房
〈
寛
文
七
年
没
〉
の
名
が

見
え
る

『
徒
然
草
大
意
」
（
写
本
一
冊
、
寛
文
九
年
成
立
）

「
百
人
一
首
師
説
抄
」
（
写
本
一
冊
、
寛
文
十
二
年
書
写
）
＊
栄
治
所
持
本
の
写
し

「
三
部
抄
之
抄
」
（
刊
本
五
冊
、
延
宝
三
年
書
入
れ
）
＊
栄
治
考
説
を
書
入
れ

「
富
士
御
覧
日
記
」
（
写
本
一
冊
、
延
宝
三
年
書
写
）
＊
栄
治
所
持
本
の
写
し

「
中
臣
祓
和
註
」
（
刊
本
一
冊
、
延
宝
五
年
以
降
壽
入
れ
）
＊
栄
治
考
説
を
書
入
れ

「
直
朝
公
六
十
御
賀
御
会
」
（
「
昌
純
和
歌
」
〈
写
本
一
冊
〉
所
収
、
天
和
元
年
成
立
）

〈
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
鹿
島
鍋
島
家
資
料
〉

「
源
氏
物
語
三
ケ
之
極
秘
』
（
写
本
一
軸
、
延
宝
三
年
奥
書
）

「
古
今
集
三
ケ
之
大
事
」
（
写
本
一
軸
、
延
宝
頃
か
）

「
百
人
一
首
相
伝
秘
々
」
（
写
本
一
軸
、
延
宝
頃
か
）

〈
個
人
蔵
〉

『
柿
本
人
麻
呂
之
事
」
（
写
本
一
軸
、
延
宝
八
年
奥
書
）
＊
栄
治
↓
鍋
島
直
條
。
三

輪
正
胤
氏
蔵
（
『
歌
学
秘
伝
の
研
究
」
に
全
文
翻
字
あ
り
）

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
鍋
島
直
條
が
参
勤
交
代
で
江
戸
在
府
の
と
き
に
、
島
原
藩
邸

に
詰
め
て
い
た
栄
治
を
呼
ん
で
識
釈
を
受
け
た
り
、
本
を
借
り
た
り
し
た
さ
い
に
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
来
な
ら
ば
こ
れ
以
上
の
資
料
が
、
島
原
の
松

平
家
に
も
残
っ
て
い
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
先
述
の
ご
と
く
、
松
平
文
庫
に
は

そ
れ
ら
が
ほ
と
ん
ど
伝
存
し
な
い
。
今
後
、
何
ら
か
の
形
で
出
現
す
る
こ
と
が
待
ち

望
ま
れ
る
。

さ
て
、
今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
「
神
道
伝
授
秘
函
」
の
中
に
も
、
栄
治
関
連
と

推
定
さ
れ
る
書
冊
・
文
書
な
ど
、
い
く
つ
か
の
新
出
資
料
が
含
ま
れ
て
い
た
。
伝
存
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切
紙
類
三
八
点

〔
神
道
灌
頂
論
〕
ほ
か
合
ｌ
甲
」
～
甲
中
屋
）

〔
誓
約
二
通
〕
今
‐
巴

〔
タ
チ
花
ノ
三
樋
ノ
川
決
〕
ほ
か
命
よ
‐
ご

〔
御
手
廻
御
反
故
類
帷
〕
ほ
か
命
当
山
～
中
？
ｅ

〔
短
歌
事
〕
ほ
か
命
‐
中
」
～
中
中
巴

書
簡
類
七
点

〔
伊
藤
栄
治
書
簡
〕
命
Ｉ
？
」
～
午
？
己

書
冊
類
三
点

「
神
道
行
事
方
口
決
』
お
‐
こ

「
神
道
伝
受
之
心
法
」
お
‐
届
）

「
神
道
聞
番
」
Ｇ
Ｉ
畠
）

切
紙
類
は
神
道
伝
授
に
か
か
わ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
内
容
・
州
処
に
つ
い

て
は
ま
だ
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
普
簡
類
は
栄
治
か
ら
直
條
、
あ
る
い
は
そ
の
侍

者
に
宛
て
た
も
の
で
、
後
述
の
よ
う
に
歌
道
伝
授
に
か
か
わ
る
興
味
深
い
街
料
が
含

ま
れ
る
。
書
冊
類
は
栄
治
の
神
道
説
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
彼
の
学
派

上
の
位
置
を
確
か
め
る
う
え
で
の
新
し
い
知
見
を
与
え
て
く
れ
る
。

状
態
（
包
装
、
括
り
な
ど
）
を
参
考
に
し
て
番
号

次
の
よ
う
に
な
る
（
括
弧
内
の
数
字
は
仮
番
号
）
。

を
参
考
に
し
て
番
号
を
付
し
、
大
ま
か
に
整
理
す
れ
ば

伊
藤
栄
治
の
事
蹟
に
関
す
る
、
初
め
て
の
本
格
的
な
記
述
は
、
入
江
渭
「
松
平
文

め
し
こ

庫
を
探
る
」
（
『
墨
是
可
新
話
」
所
収
、
一
九
六
九
年
）
で
あ
ろ
う
。
入
江
は
島
原
の

郷
土
史
家
で
、
地
元
島
原
に
残
さ
れ
た
諸
資
料
を
中
心
に
、
栄
治
の
伝
記
に
つ
い
て

の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
描
い
て
く
れ
た
。
躯
者
の
栄
治
研
究
は
、
こ
の
入
江
の
仕
事
を

土
台
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
肉
付
け
を
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
入
江
の
言
及

し
て
い
る
栄
治
の
事
蹟
の
中
で
、
唯
一
そ
の
資
料
的
根
拠
が
確
か
め
ら
れ
な
い
も
の

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
く
だ
り
で
あ
る
。

こ
の
古
今
伝
授
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
年
（
延
宝
七
年
ｌ
川
平

註
）
十
一
月
に
、
栄
治
は
肥
前
鹿
島
（
佐
賀
県
鹿
島
市
）
藩
士
山
崎
八
郎
兵
衛

に
も
、
古
今
伝
授
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
栄
治
の
名
が
近
隣
に
聞
こ
え

て
い
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
と
い
え
る
。

鹿
島
藩
主
鍋
島
直
條
な
ら
ば
と
も
か
く
、
な
ぜ
そ
こ
を
飛
び
越
え
て
、
藩
士
山
崎

八
郎
兵
衛
な
る
人
物
へ
古
今
伝
授
を
行
っ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
こ
の
記
事
が

ど
の
よ
う
な
資
料
を
も
と
に
書
か
れ
た
の
か
が
判
明
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
「
神
道
伝
授
秘
函
」
の
中
に
、
そ
の
経
緯
が
分
か
る
盗
料
が
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
れ
は
栄
治
が
書
い
た
一
連
の
洲
簡
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
の
最
も
核
心
的

な
内
容
を
も
つ
も
の
を
、
一
通
だ
け
紹
介
し
よ
う
。

〔
伊
藤
栄
治
書
簡
〕
命
ｌ
甲
巴
＊
句
読
点
・
清
濁
を
補
う
と
と
も
に
、
適
当
に
改

四
伊
藤
栄
治
関
連
資
料
の
紹
介

行
し
た
。
ま
た
四
角
囲
い
は
推
読
。
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受
之
箱
に
入
叩
内
の
蒋
物
に
て
候
ゆ
へ
、
他
出
仕
候
事
難
成
、
誓
約
之
小
に
て

御
座
候
条
、
不
能
其
義
、
揮
多
背
本
意
存
候
。
就
は
拙
者
事
、
和
歌
一
流
之
秘

伝
川
決
机
承
仕
置
叩
候
へ
共
、
不
器
用
短
才
に
付
、
埋
木
の
人
し
れ
ぬ
事
と

（
や
ち
た
び
）

成
、
む
さ
ノ
ー
と
一
生
を
孫
候
。
今
更
く
ゐ
の
八
千
度
、
猶
あ
ま
り
有
邪
に
存

候
。集

伝
受
と
巾
事
同
一
も
早
不
能
成
候
。
歌
道
伝
受
と
申
事
、
悉
回
相
授
申
度

渡
シ
可
申
候
。
勿
論
御
写
し
か
け
被
成
候
伝
受
ノ
抄
ノ
次
ノ
冊
も
進
之
可
申

候
。
か
や
う
に
申
候
へ
ば
、
何
と
や
ら
ん
事
を
こ
の
み
申
候
様
に
思
召
候
は
ん

づ
れ
ど
も
、
全
く
左
様
ノ
義
に
て
は
無
之
候
。
道
ノ
為
神
以
古
来
よ
り
の
堅
き

候
間
、
御
誓
状
一
紙
被
遊
可
被
下
候
。
左
候
は
罰
、
右
申
上
候
相
伝
之
書
共
相

候
。
右
之
迦
御
懇
望
之
御
志
も
御
座
候
は
論
、
、
乍
慮
外
世
々
ノ
制
法
に
て
御
座

注
、
伝
受
之
紺
ノ
外
に
仕
立
世
巾
候
を
皆
々
相
伝
申
度
候
。
伝
受
之
紺
は
則
主

命
之
内
に
相
伝
仕
度
奉
存
候
。
世
間
に
和
歌
口
伝
切
紙
、
古
今
之
大
事
共
な

成
度
候
間
、
越
候
様
に
と
被
仰
候
。
尤
任
御
意
進
之
申
度
候
へ
共
、
此
本
は
伝

殿
頭
懇
望
に
付
て
州
承
伝
来
之
蒋
物
共
入
候
ま
、
、
伝
授
仕
申
候
へ
ぱ
、
古
今

コ
ロ
ト
ル
Ｉ
、

ど
、
申
事
あ
ま
た
流
布
仕
候
へ
共
、
一
事
も
正
受
之
至
伝
は
且
以
無
御
座
候
。

加
様
之
義
共
申
上
候
も
如
何
哉
候
へ
共
、
邪
正
真
偽
を
能
御
勘
弁
被
遊
候
御
器

量
と
奉
存
候
に
付
て
、
一
子
に
も
不
申
聞
申
進
之
候
。
必
々
此
義
御
他
言
御
無

用
に
御
座
候
。

（
３
）
先
は
古
今
集
至
伝
之
巻
、
三
烏
之
正
受
、
三
ケ
之
口
伝
、
神
詠
等
之
秘

（
２
）
幸
、
備
前
守
様
当
道
御
執
心
之
御
事
に
御
座
候
間
、
乍
憧
秘
奥
之
事
共
存

追
而
致
啓
上
候
。
従
備
前
守
様
、
（
１
）
古
今
伝
受
之
抄
之
次
ノ
冊
、
御
写
被

様
へ
貴
様
御
申
伝
被
成
候
様
に
仕
事
に
て
、
と
か
く
ノ
ー
沙
汰
な
し
に
奉
頼

候
。
且
邪
支
申
候
て
も
よ
ろ
し
か
ら
ず
候
間
、
必
々
隠
密
に
た
の
み
申
候
。
病

中
乱
筆
に
ま
か
せ
申
候
。
わ
け
み
へ
叩
ま
じ
く
候
。
御
す
い
り
や
う
に
御
よ
み

可
被
成
候
。
猶
期
後
喜
時
候
。

伊
藤
栄
治
（
花
押
）

七
月
吉
日

山
崎
八
郎
兵
衛
様

人
々
御
中

尚
々
か
や
う
の
義
御
こ
と
は
り
申
も
い
か
罰
哉
候
て
過
行
申
候
へ
共
、
露
命
も

蟇
を
待
申
事
に
て
候
へ
ぱ
、
心
底
を
不
残
申
上
候
。
思
召
入
い
か
《
、
に
候
へ
共
、

此
方
に
は
さ
ら
ノ
ー
無
隔
心
、
申
上
候
。
此
段
可
然
様
に
御
披
露
可
被
下
候
。
御

す
た
れ
申
候
は
ん
事
も
お
ほ
け
な
く
、
筈
労
に
成
申
候
ゆ
へ
、
今
生
涯
之
内
に

伝
残
置
申
度
存
候
へ
共
、
不
た
ん
れ
ん
之
衆
巾
此
道
之
好
士
に
て
無
之
か
た
へ

は
口
外
に
も
及
不
申
候
。
世
上
に
偽
説
誤
伝
共
流
布
仕
、
真
受
之
直
道
失
却
仕

候
事
、
わ
が
身
一
つ
の
無
念
に
存
巾
候
。
拙
背
こ
そ
不
幸
に
て
相
果
申
候
と

も
、
貴
高
博
才
之
御
方
へ
伝
授
仕
奉
り
置
候
は
、
、
、
あ
を
や
ぎ
の
糸
不
絶
時
至

ん
世
も
可
有
と
奉
存
候
。

法
式
に
て
、
私
之
説
に
て
は
さ
ら
／
～
無
之
候
。

御
覧
被
成
候
事
を
ゆ
る
し
申
事
に
て
、
ち
と
口
伝
を
も
貴
様
へ
申
伝
、
又
備
州

か
ら
ず
候
・
其
法
式
も
又
御
座
候
事
に
て
候
。
左
候
へ
ば
貴
様
に
も
右
之
害
共

（
４
）
此
度
大
病
と
云
、
老
衰
仕
、
中
々
存
命
難
成
義
に
御
座
候
う
ち
、
此
道
の

一
、
（
５
）
誓
状
之
事
、
備
前
守
様
御
名
代
と
し
て
貴
様
に
被
遊
候
て
も
く
る
し
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本
書
簡
は
、
直
條
（
備
前
守
）
へ
の
古
今
伝
授
の
方
法
に
つ
い
て
、
栄
治
が
直
條

側
の
代
理
人
で
あ
る
山
崎
八
郎
兵
衛
と
相
談
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
に
付
し
た
傍
線

部
を
番
号
順
に
見
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
１
）
直
條
侯
が
「
古
今
伝
受
之
抄
之
次
ノ
冊
」
の
書
写
を
所
望
し
て
お
ら
れ
る
と

い
う
が
、
こ
の
本
は
「
伝
受
之
箱
」
に
入
れ
た
も
の
な
の
で
、
容
易
に
お
貸
し
申
し

上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
２
）
し
か
し
侯
は
歌
道
に
打
ち
込
ん
で
い
る
御
様
子
な
の
で
、
何
と
か
し
て
自
分

の
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
伝
授
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
世
に
流
布
す
る
歌

道
の
秘
伝
な
る
も
の
は
、
実
は
偽
物
ば
か
り
で
あ
る
が
、
侯
の
器
量
を
見
込
ん
で
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

（
３
）
そ
こ
で
と
り
あ
え
ず
「
古
今
集
至
伝
之
巻
、
三
烏
之
正
受
、
三
ケ
之
口
伝
、

神
詠
等
之
秘
注
」
な
ど
、
「
伝
受
之
箱
ノ
外
」
に
仕
立
て
侭
い
た
も
の
を
伝
授
し
た

い
。
本
編
で
あ
る
秘
伝
類
は
、
松
平
忠
房
（
主
殿
守
）
様
の
御
所
望
に
つ
き
、
「
伝

受
之
箱
」
の
中
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
も
は
や
古
今
伝
授
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
直
條
侯
に
は
す
べ
て
の
秘
伝
を
授
け
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
恐
れ
な
が
ら
誓

詞
を
一
筆
書
い
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
４
）
こ
の
た
び
大
病
・
老
衰
に
つ
き
、
余
命
も
計
り
知
れ
な
い
が
、
歌
道
を
絶
や

さ
ぬ
た
め
、
ぜ
ひ
と
も
伝
授
を
実
現
し
た
い
。

承
引
に
お
ゐ
て
は
貴
様
よ
り
具
に
御
申
こ
し
可
被
下
候
。
一
度
は
面
談
に
て
具

に
申
上
度
候
。
書
付
又
は
書
物
計
に
て
は
と
く
と
さ
は
り
が
た
き
口
伝
共
も
御
座

候
。
病
中
故
早
々
以
上

（
５
）
誓
詞
に
つ
い
て
は
、
侯
に
直
接
書
い
て
い
た
だ
か
ず
と
も
、
そ
の
代
理
と
し

て
あ
な
た
（
山
崎
）
が
書
い
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
構
わ
な
い
。
先
ほ
ど
申
し

上
げ
た
書
物
類
は
、
そ
れ
で
貸
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
口
伝
も
少
々
あ
な
た
に

授
け
る
の
で
、
そ
れ
を
侯
へ
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

以
上
が
こ
の
書
簡
の
大
要
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
本
書
簡
が
い
つ
発
信
さ
れ
た
か

を
考
証
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
（
２
）
（
３
）
。
こ
の
あ
た
り
、
上
げ
た
り
下
げ
た
り
、
出
し
た
り
引
い
た
り

と
、
い
か
に
も
勿
体
ぶ
っ
た
言
い
方
と
な
っ
て
い
て
面
白
い
が
、
文
中
に
、
主
君
で

あ
る
忠
房
へ
古
今
伝
授
を
行
っ
た
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
栄

治
が
忠
房
に
古
今
伝
授
を
行
っ
た
の
は
、
延
宝
五
年
閏
十
二
月
。
よ
っ
て
本
書
簡

は
そ
れ
以
後
の
発
信
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
（
４
）
に
よ
れ
ば
、
「
大
病
」
「
老

衰
」
な
ど
、
栄
治
が
こ
の
と
き
か
な
り
弱
っ
て
い
た
ら
し
き
こ
と
が
分
か
る
。
栄
治

は
延
宝
七
年
十
月
に
退
隠
し
、
跡
日
を
子
の
永
運
に
譲
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
記

述
も
、
本
書
簡
の
発
信
年
時
同
定
の
手
が
か
り
と
な
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
延
宝
七

年
十
一
月
に
山
崎
へ
古
今
伝
授
が
行
わ
れ
た
と
す
る
、
入
江
の
記
述
が
正
し
い
と
す

る
な
ら
ば
、
本
書
簡
の
「
七
月
吉
日
」
も
恐
ら
く
延
宝
七
年
の
こ
と
と
し
て
よ
い
だ

ろ
う
。
入
江
の
記
述
の
基
と
な
っ
た
資
料
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
山
崎
へ
の
伝
授

と
い
う
も
の
が
、
直
條
の
代
理
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
う
し
て
判
明

し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
に
、
「
神
道
伝
授
秘
函
」
か
ら
窺
え
る
新
た
な
知
見
を
二
点
ほ
ど
示
そ
う
。

一
つ
は
、
伊
藤
栄
治
の
神
道
説
に
つ
い
て
。
拙
稿
２
に
翻
字
し
た
「
先
祖
書
」
に

よ
れ
ば
、
栄
治
は
京
都
在
住
時
、
萩
原
兼
従
に
つ
い
て
吉
田
神
道
を
修
め
、
そ
の
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後
、
伊
勢
在
住
時
に
、
度
会
延
佳
に
つ
い
て
伊
勢
神
道
を
学
ん
だ
と
い
う
。
そ
こ
で

拙
稿
２
で
は
、
栄
治
の
神
道
説
は
吉
田
・
伊
勢
両
派
を
兼
学
し
た
も
の
と
記
述
し
た

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
発
見
さ
れ
た
「
神
道
伝
受
之
心
法
」
お
‐
届
）
に
よ
っ

て
、
そ
の
点
に
つ
い
て
若
干
の
修
正
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

本
書
で
栄
治
は
、
我
が
国
の
神
道
の
成
り
立
ち
を
解
説
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
我
が
国
に
は
古
来
、
宗
源
・
斎
元
・
霊
宗
の
三
派
が
あ
っ
た

が
、
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
そ
の
実
態
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
い
つ
し
か
唯
一
宗

源
・
両
部
習
合
・
本
迩
縁
起
の
三
派
と
取
り
違
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
、
と
。
栄

治
の
指
摘
す
る
こ
の
「
取
り
違
え
」
は
、
中
世
の
神
道
家
・
吉
田
兼
倶
の
「
唯
一
神

道
妙
法
要
集
」
の
中
に
初
め
て
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
兼
倶
が
整
備
・
体
系
化
し

た
吉
田
神
道
（
唯
一
宗
源
神
道
）
に
つ
い
て
、
栄
治
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

・
但
、
当
世
卜
部
に
用
る
は
皆
宗
源
に
背
き
、
大
方
両
部
習
合
の
由
也
。
名
の
み
宗

源
を
か
り
た
る
罪
人
た
る
べ
し
。

・
灌
頂
と
は
（
中
略
）
中
比
よ
り
ト
部
氏
な
ど
に
之
を
用
と
み
へ
た
り
。
是
、
真
実

の
神
道
に
あ
ら
ず
。
口
に
は
宗
源
と
云
て
行
ひ
も
心
も
仏
説
を
守
り
来
る
こ
と
、

な
げ
か
し
き
事
ど
も
也
。

こ
の
よ
う
に
、
中
比
以
降
の
宗
源
神
道
ｌ
具
体
的
に
は
吉
田
神
道
を
指
す
ｌ

は
、
仏
教
の
祭
儀
・
様
式
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
神
道
の
「
罪
人
」
で
あ
る
と
ま
で

酷
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
栄
治
は
あ
く
ま
で
も
当
世
の
吉
田

神
道
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

栄
治
の
別
の
神
道
書
で
あ
る
『
紅
紫
弁
引
抄
」
に
、
度
会
延
佳
「
陽
復
記
」
に
酷

似
し
た
文
章
が
あ
る
こ
と
（
拙
稿
２
参
照
）
、
ま
た
栄
治
の
子
息
永
運
が
伊
勢
神
宮

と
引
き
続
き
強
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
（
注
１
の
拙
稿
「
伊
藤
栄
治
・
永
運
の

こ
と
ｌ
江
戸
前
期
島
原
藩
に
お
け
る
神
事
の
周
辺
」
参
照
）
な
ど
を
も
考
え
合
わ
せ

れ
ば
、
栄
治
の
神
道
説
は
や
は
り
伊
勢
神
道
系
の
そ
れ
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
事
は
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

今
回
出
現
し
た
「
神
道
伝
受
之
心
法
」
を
詳
し
く
読
み
解
い
て
い
け
ば
、
次
の
よ

う
な
言
説
に
出
く
わ
す
。

異
域
無
縁
の
法
を
慕
ふ
こ
そ
愚
な
れ
。
仏
法
に
息
を
し
り
ぞ
け
、
一
気
の
元
源

を
汲
む
こ
そ
皇
道
・
神
道
二
に
し
て
一
な
れ
ば
、
理
当
心
地
の
神
道
と
こ
そ
云

べ
け
れ
。

栄
治
に
仏
教
排
斥
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
、
近
世
神
道
学
者
の
常
と
し
て
さ
ほ
ど
特

異
な
も
の
で
は
な
い
が
、
「
皇
道
・
神
道
」
は
二
に
し
て
一
で
あ
り
、
ゆ
え
に
こ
れ

を
「
理
当
心
地
の
神
道
」
と
い
う
、
と
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
理
当
心
地
神
道
と
は
、
近
世
初
期
の
儒
学
者
・
林
羅
山
が
創
建
し
た
神
道
流
派

と
言
わ
れ
て
お
り
、
神
道
思
想
を
政
治
論
、
朱
子
学
的
修
養
論
と
結
び
つ
け
て
論
じ

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
栄
治
は
別
の
箇
所
で
も
、
「
王
道
・
神
道
一
也
」
、
「
神

道
は
即
理
也
」
な
ど
と
言
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

そ
こ
で
試
み
に
林
羅
山
の
「
神
道
伝
授
」
（
日
本
思
想
大
系
調
所
収
）
と
本
書
を

対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
条
文
に
お
い
て
、
そ
の
文
章
ま
で
酷
似
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
一
例
だ
け
示
そ
う
。

・
一
、
人
間
は
昼
の
如
し
。
神
道
は
夜
の
如
し
。
昼
夜
の
不
同
は
あ
れ
ど
も
、
其

理
は
同
じ
。
生
死
の
道
も
又
か
く
の
ご
と
し
。
生
を
ば
今
日
に
た
と
へ
、
今
年
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次
に
、
直
條
の
神
道
受
容
お
よ
び
集
書
に
つ
い
て
。
上
述
の
ご
と
く
、
直
條
は
栄

治
か
ら
神
道
に
か
ん
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
切
紙
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
直

に
た
と
ふ
。
死
を
ば
昨
日
に
た
と
へ
、
去
年
に
た
と
ふ
。
（
中
略
）
民
の
義
に

宜
く
叶
ふ
事
を
先
も
っ
ぱ
ら
お
こ
な
ふ
時
は
、
即
神
慮
に
通
ず
る
也
・

（
栄
治
「
神
道
伝
受
之
心
法
」
）

・
一
、
民
ハ
神
ノ
主
也
。
（
中
略
）
人
間
ハ
昼
ノ
如
シ
。
神
道
ハ
夜
ノ
如
シ
○
昼

夜
不
同
ハ
ア
レ
ド
モ
其
理
ハ
不
同
ナ
シ
。
生
死
ノ
道
モ
又
如
此
。
生
ヲ
（
今
日

ニ
タ
ト
ヘ
、
今
年
ニ
タ
ト
フ
。
死
ヲ
（
昨
日
ニ
タ
ト
ヘ
去
年
ニ
タ
ト
フ
。
（
中

略
）
民
道
義
二
宜
ク
叶
う
。
先
専
行
上
ハ
則
神
慮
二
通
ズ
ル
ナ
リ
。

（
羅
山
「
神
道
伝
授
」
「
神
道
人
道
一
理
」
）

こ
れ
は
か
な
り
一
致
し
て
い
る
例
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
比
較
し
た
場
合
に
は
、

両
者
に
は
違
い
も
ま
た
多
い
。
た
と
え
ば
先
に
示
し
た
Ⅲ
本
古
来
の
神
道
三
派
（
宗

源
・
斎
元
・
霊
宗
）
な
ど
の
記
述
は
、
羅
山
の
「
神
道
伝
授
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
両
者
が
何
ら
か
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ

、
八
ノ
○

と
す
れ
ば
、
栄
治
の
神
道
説
は
先
述
の
伊
勢
神
道
、
そ
し
て
こ
の
理
当
心
地
神
道

と
い
う
、
二
つ
の
流
派
と
関
係
す
る
こ
と
に
な
り
、
明
確
に
一
つ
の
流
派
に
は
位
置

付
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
ｌ
あ
る
い
は
近
仙
の
伊
勢
神
道
が
理
当
心
地
神
道
を

摂
取
し
て
い
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
未
考
１
１
。
と
も
あ

れ
、
少
な
く
と
も
彼
が
当
流
の
吉
田
神
道
と
距
離
を
冊
い
て
い
る
こ
と
は
、
は
っ
き

り
と
見
て
取
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
栄
治
の
神
道
家
・
歌
学
者
と
し
て
の
立
場
を
考
え

り
と
見
て
取
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
栄
治
の
神
道
家
ふ

る
う
え
で
、
本
書
の
出
現
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

條
の
神
道
修
学
の
師
が
栄
治
ひ
と
り
に
限
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
神
道
伝
授
秘
函
」
の
な
か
に
、
貞
享
元
年
十
一

月
、
惣
社
宮
内
少
輔
・
志
貴
泰
賢
が
直
條
へ
伝
授
し
た
神
道
書
色
‐
己
が
見
ら
れ

る
。
泰
賢
は
富
士
浅
間
神
社
の
神
官
で
、
吉
田
神
道
を
奉
じ
た
人
（
谷
省
吾
「
垂
加

神
道
の
成
立
と
展
開
」
五
六
五
頁
、
二
○
○
一
年
）
。
そ
し
て
こ
の
貞
享
元
年
と
い

う
年
時
は
、
栄
治
が
ま
だ
存
命
中
で
も
あ
る
。
直
條
は
栄
治
以
外
に
も
、
神
道
修
学

の
窓
口
を
求
め
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
直
條
の
代
に
集
め
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
神
道
書
に
、
版
本
が
多
い
こ
と
と
も
連
動
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
直
條
の
神
道
修
学
は
、
た
と
え
ば
次
に
見
る
直
郷
の
よ
う
な
、
一
つ
の
流
派
の

奥
秘
を
極
め
る
と
い
う
底
の
も
の
で
は
な
く
て
、
や
や
総
説
的
な
受
容
を
志
向
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
直
條
が
神
道
に
興
味
を
持
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
そ
の
叔
父
で
あ
る
松

平
忠
房
の
影
響
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
忠
房
の
伊
勢
神
宮
信
仰
に
つ

い
て
は
拙
稿
の
中
で
も
触
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
最
近
、
島
原
松
平
家
の
本
拠
地
で
あ

る
愛
知
県
額
川
郡
幸
田
町
に
現
存
す
る
墓
所
が
、
社
殿
様
式
と
も
い
え
る
特
異
な
榊

造
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
幸
田
町
教
育
委
員
会
編
『
瑞
雲
山
本
光
寺

松
平
忠
雄
墓
所
発
掘
調
査
報
告
遺
構
編
」
、
二
○
一
二
年
三
月
）
。
忠
房
の
神
道
信

仰
の
強
さ
が
ま
た
一
つ
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
直
條
へ
の
影
響
と
い
う
仮

説
も
、
よ
り
蓋
然
性
の
度
合
い
を
高
め
る
の
で
あ
る
。
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次
に
、
「
神
道
伝
授
秘
函
」
の
大
半
を
占
め
る
、
近
世
中
期
の
直
郷
関
連
資
料
に

つ
い
て
述
べ
る
。

直
郷
が
神
道
の
師
と
し
て
迎
え
た
の
は
、
井
田
道
祐
な
る
人
物
で
あ
る
。
ま
ず
は

そ
の
伝
に
つ
い
て
、
拙
稿
１
を
参
考
と
し
て
、
例
の
ご
と
く
辞
書
風
に
略
述
し
て
み

卜
李
ス
ノ
Ｏ

碁
士
・
歌
人
・
神
道
家
。
元
禄
六
年
生
、
没
年
・
享
年
未
詳
。
正
勝
・
茂
昇
・

守
根
な
ど
と
称
す
。
囲
碁
は
本
因
坊
門
、
和
歌
は
鴛
河
申
也
門
、
神
道
は
岡
田

磐
斎
門
。
享
保
二
十
年
頃
、
鍋
島
直
郷
か
ら
碁
の
師
匠
と
し
て
招
か
れ
る
。
元

文
三
年
七
Ⅱ
、
鴬
河
申
也
の
旧
蔵
書
引
き
取
り
の
件
で
、
申
也
の
遺
族
と
直
郷

と
の
間
を
仲
介
。
元
文
五
年
五
月
、
直
郷
お
よ
び
蓮
池
藩
主
・
鍋
島
直
恒
に
神

代
巻
講
義
。
以
後
、
寛
保
三
年
に
か
け
て
、
種
々
の
神
道
伝
授
を
行
う
。

右
の
よ
う
に
、
道
祐
の
才
芸
は
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
単
に
神
道
だ
け
で
は
な

く
、
血
郷
の
文
事
の
遂
行
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
蔵
書
形
成
に
お
い
て
も
、
重
要
な

働
き
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
直
郷
の
和
歌
の
師
は
鴛
河
申
也
な

る
、
望
月
長
孝
系
の
江
戸
歌
人
で
あ
っ
た
が
、
申
也
は
直
郷
の
入
門
後
、
ほ
ど
な
く

し
て
病
没
し
て
し
ま
う
。
そ
の
と
き
、
申
也
の
蔵
書
を
直
郷
の
も
と
へ
献
納
さ
せ
る

べ
く
、
遺
族
と
そ
の
条
件
に
つ
い
て
交
渉
し
た
の
が
こ
の
道
祐
で
あ
っ
た
（
井
上
敏

幸
「
鴛
河
申
也
と
鍋
島
直
郷
」
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
月
報
銘
、
一
九
九
六
年
、

お
よ
び
拙
稿
１
）
。
中
川
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
申
也
関
係
歌
詳
資
料
は
、
そ
う
し
て

い
ま
に
伝
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。

五
垂
加
神
道
関
連
資
料
と
井
田
道
祐
蔵
書

さ
て
、
そ
れ
で
は
中
川
文
庫
の
神
道
書
の
形
成
に
、
道
祐
は
ど
の
よ
う
な
働
き
を

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
さ
い
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、

「
井
田
正
勝
蔵
書
目
録
」
（
写
本
一
冊
、
中
川
文
庫
蔵
）
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
神

道
・
和
歌
・
囲
碁
を
中
心
に
、
道
祐
が
所
蔵
し
て
い
た
約
二
○
○
点
の
書
目
が
記
さ

れ
る
。
中
川
文
庫
の
垂
加
神
道
関
係
書
の
多
く
は
、
こ
の
道
祐
蔵
書
目
録
に
載
せ
ら

れ
る
書
物
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
実
際
に
両

者
を
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
中
川
文
庫
蔵
の
垂
加
神
道
関
係
書
六
五
点
の
う
ち
、
道

祐
蔵
書
目
録
と
の
一
致
が
推
定
さ
れ
る
も
の
は
二
一
点
で
、
結
果
は
三
分
の
一
程
度

に
と
ど
ま
る
。
で
は
、
そ
の
他
の
書
物
は
ど
の
よ
う
に
し
て
中
川
文
庫
に
入
っ
た
も

の
か
。こ

の
と
き
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
直
郷
の
神
道
の
師
が
、
道
祐
ひ

と
り
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

拙
稿
１
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
覚
」
（
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
鹿
島
鍋
島
家
資
料
・

命
、
マ
）

鴎
番
）
に
よ
れ
ば
、
直
郷
の
神
道
の
師
は
「
吉
田
殿
、
岡
田
盤
斎
／
井
田
道
祐
」
と

（
２
）

な
っ
て
お
り
、
道
祐
の
ほ
か
に
吉
田
殿
（
時
代
的
に
吉
川
兼
雄
と
推
測
さ
れ
る
）
、
お

よ
び
岡
田
磐
斎
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。
岡
田
磐
斎
は
道
祐
の
師
で
、
鹿
島
家
歴

代
藩
主
の
年
譜
で
あ
る
「
御
年
譜
」
寛
保
二
年
六
月
七
日
の
条
に
つ
け
ば
、
「
神
雛

（
↓
も
却
角
）

伝
ヲ
受
給
フ
。
コ
レ
ニ
依
テ
、
九
日
二
、
盤
斎
・
道
祐
へ
太
刀
賜
代
三
枚
充
ヲ
賜
ハ

ル
」
と
あ
っ
て
、
垂
加
神
道
の
最
重
要
奥
秘
と
い
っ
て
も
よ
い
「
神
離
伝
」
の
伝
授

に
あ
た
り
、
道
祐
と
と
も
に
褒
美
を
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
直
郷
が
、
道
祐

を
主
と
し
な
が
ら
も
、
磐
斎
と
も
繋
が
り
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
を
推
測
さ
せ
る
。

そ
こ
で
「
岡
田
磐
斎
・
盤
鎮
父
子
蔵
書
目
録
」
（
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
、
一
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九
八
五
年
）
を
利
用
し
て
、
中
川
文
庫
蔵
垂
加
神
道
書
と
の
関
係
を
調
べ
て
み
る
と
、

師
弟
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
磐
斎
の
蔵
書
は
道
祐
の
そ
れ
と

重
な
る
も
の
が
多
い
が
、
道
祐
職
神
に
は
な
く
、
磐
斎
蔵
書
と
の
み
一
致
す
る
も
の

が
一
七
点
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
中
川
文
庫
の
垂
加
神
道
書
が
す
べ
て
井
川

道
祐
の
蔵
書
を
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
岡
川
磐
斎
の
そ
れ
を
写
し
た
も
の
も
相
当

数
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
道
祐
・
磐
斎
蔵
書
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ

る
も
の
は
、
合
計
し
て
も
ま
だ
四
○
点
弱
で
、
残
り
の
二
五
点
ほ
ど
が
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
中
川
文
庫
に
形
成
さ
れ
た
か
は
、
他
の
要
因
を
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
直
郷
か
ら
す
れ
ば
十
七
歳
年
長
の
、
蓮
池
藩
主
鍋
島
直
恒
と
の

関
係
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
川
文
庫
蔵
「
中
臣
祓
抄
」
（
写
本
一
冊
）
に
は
、
「
神

道
名
法
要
集
」
「
詠
百
首
」
と
と
も
に
、
直
恒
の
所
持
本
を
写
し
た
旨
の
奥
詳
が
見

え
る
。
ま
た
「
御
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
噛
恒
は
元
文
五
年
五
月
六
日
か
ら
一
年
間
、

月
に
六
度
の
頻
度
で
、
祓
郷
と
と
も
に
井
川
道
祐
の
神
代
巻
講
義
を
聴
聞
し
て
お

り
（
拙
稿
ｌ
）
、
垂
加
神
道
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
鍋
島
家
親
類

同
格
で
あ
る
諫
早
家
の
文
庫
に
は
、
岡
川
磐
斎
お
よ
び
そ
の
師
の
一
人
で
あ
る
玉
木

正
英
の
奥
書
を
持
つ
書
物
が
相
当
数
見
受
け
ら
れ
る
（
若
木
太
一
ほ
か
「
諫
早
文
庫

（
仮
）
目
録
」
、
科
研
賀
報
告
書
「
幕
末
よ
り
明
治
初
期
に
か
け
て
の
肥
前
・
肥
後
に

お
け
る
歌
学
・
漢
学
及
び
文
邪
に
関
す
る
研
究
」
所
収
、
二
○
○
六
年
）
。
さ
ら
に

同
じ
こ
と
は
、
数
重
は
や
や
少
な
い
な
が
ら
も
、
佐
賀
本
藩
の
鍋
島
文
庫
に
お
い
て

も
言
え
る
（
「
鍋
島
家
蔵
書
Ⅱ
録
」
、
佐
聞
喋
立
図
書
館
、
一
九
六
四
年
）
。
こ
れ
ら
、

肥
前
佐
賀
藩
周
辺
の
大
名
た
ち
に
お
け
る
飛
加
神
道
書
の
書
承
関
係
は
、
今
後
解
明

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

妓
後
に
、
今
回
出
現
し
た
「
神
道
伝
授
秘
函
」
か
ら
、
拙
稿
１
に
お
い
て
は
伝
存

不
明
と
し
て
い
た
、
い
く
つ
か
の
書
物
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
こ

と
を
報
告
し
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

こ
こ
で
「
不
明
」
と
い
う
の
は
、
「
御
年
譜
」
に
班
加
神
道
の
重
要
な
秘
伝
を
相

伝
し
た
と
い
う
記
録
は
あ
り
な
が
ら
、
中
川
文
庫
に
そ
の
現
物
に
相
当
す
る
資
料
が

見
当
た
ら
な
い
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
通
常
の
冊
子
体
で
は
な
く
、
切
紙

の
形
を
取
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
中
川
文
庫
の
冊
子
群
と
は
別
に
、
こ
の
「
神
道
伝

授
秘
函
」
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
い
ま
、
『
御
年
譜
」
の
記
述

ま
た
こ
の
問
題
は
、
江
戸
中
期
に
お
け
る
垂
加
神
道
の
受
容
相
、
特
に
大
名
・
旗

本
と
い
っ
た
武
家
階
層
に
お
け
る
そ
の
実
態
の
究
明
と
い
う
、
も
う
少
し
大
き
な
問

題
へ
と
展
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
期
の
朝
廷
に
お
け
る
垂
加

神
道
受
容
に
つ
い
て
は
、
磯
前
順
一
・
小
倉
慈
川
『
近
枇
朝
廷
と
垂
加
神
道
」
（
ぺ

り
か
ん
社
、
二
○
○
五
年
）
に
、
正
親
町
家
を
中
心
と
し
た
析
動
に
つ
い
て
の
報
告

が
い
ち
お
う
備
わ
る
が
、
江
戸
の
武
家
階
屈
に
お
け
る
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

詳
し
い
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
キ
ー
・
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
の
は
跡
部
良
顕
・
玉
木

正
英
、
そ
し
て
こ
の
二
人
に
師
事
し
た
岡
田
磐
斎
と
い
っ
た
江
戸
垂
加
派
の
人
々
で

あ
ろ
う
が
、
な
ぜ
こ
の
時
期
、
垂
加
神
道
が
武
家
階
層
に
普
及
し
た
の
か
、
そ
し
て

そ
れ
は
実
態
と
し
て
ど
れ
く
ら
い
全
国
的
な
広
が
り
を
兄
せ
る
の
か
と
い
っ
た
問
題

（
３
）

は
、
今
後
ぜ
ひ
と
も
究
明
が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
新
出
「
神
道
伝
授
秘
函
」
に
お
け
る
垂
加
神
道
書
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次
の
よ
う
に
な
る
。

三
種
神
器
の
御
伝
授

「
〔
三
枕
神
器
之
口
決
、
他
二

風
水
草

「
風
水
草
」
三
冊
Ｇ
Ｉ
巴

「
風
水
草
管
窺
』
一
冊
Ｇ
‐
巴

と
、
そ
れ
に
相
当
あ
る
い
は
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
資
料
名
を
整
理
し
て
み
る
と
、

「
風
水
草
に
付
道
祐
え
磯
波
翁
よ
り
之
手
紙
、
井
道
祐
え
尋
の
書
」
一
封
二
通
Ｃ
ｌ
己

筒
守「

筒
守
誓
約
・
風
水
草
誓
約
」
一
封
二
通
言
ｌ
ｅ

神
難
伝

「
神
雛
磐
境
伝
」
一
冊
Ｇ
Ｉ
ご

「
神
雛
磐
境
伝
」
一
通
ｓ
ｌ
里

『
天
津
神
雛
磐
境
極
秘
書
」
一
冊
今
１
コ

「
神
雛
諸
説
」
一
冊
今
’
四

「
持
綬
扣
（
神
雛
磐
境
極
秘
之
伝
）
」
Ｇ
Ｉ
巴

土
金
伝
授

「
〔
土
金
之
伝
他
一
通
〕
」
含
‐
今
巴

橘
家
神
道
の
鳴
弦
・
蟇
目
御
相
伝

「
橘
家
蟇
目
秘
巻
」
一
巻
色
‐
甲
ご

「
橘
家
鳴
弦
秘
巻
」
一
巻
（
〒
甲
巴

「
橘
家
祈
祷
加
持
之
伝
」
一
巻
色
‐
甲
巴

一
帖
念
‐
巴

注（
１
）
栄
治
伝
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
拙
稿
ヨ
鉄
槌
」
の
編
者
ｌ
伊
藤
栄
治
説
ｌ
」
二
国
語

国
文
」
七
一
‐
八
号
、
二
○
○
二
年
）
、
拙
稿
「
伊
藤
栄
治
・
永
運
の
こ
と
ｌ
江
戸
前
期
島

原
藩
に
お
け
る
神
事
の
周
辺
」
、
「
社
家
文
事
の
地
域
史
」
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
二
○
○
五

年
）
、
勢
田
道
生
「
神
戸
能
房
編
「
伊
勢
記
」
の
著
述
意
図
と
内
容
的
特
徴
」
（
「
侍
兼
山
論

叢
」
第
四
四
号
、
二
○
一
○
年
）
な
ど
参
照
。

（
２
）
拙
稿
１
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
吉
川
兼
雄
と
は
儀
礼
的
な
交
際
は
あ
る
も
の
の
、
神
道
修
学

に
は
実
質
的
に
関
わ
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
の
時
代
の
吉
田
家
の
位
置
を
め
ぐ

る
問
題
に
つ
い
て
は
磯
前
順
一
・
小
倉
慈
川
「
近
世
朝
廷
と
垂
加
神
道
」
（
ぺ
り
か
ん
社
、

二
○
○
五
年
）
、
井
上
智
勝
「
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
七
年
）
、

海
野
圭
介
「
吉
田
神
道
と
古
今
伝
受
ｌ
「
八
雲
神
詠
伝
」
の
相
伝
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
中

世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
」
所
収
、
竹
林
舍
、
二
○
二
年
）
な
ど
が
参
考
に
な
る
。

（
３
）
脱
稿
後
、
「
近
世
神
道
史
の
新
視
点
ｌ
垂
加
神
道
を
軸
と
し
て
ｌ
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
記
録
が
目
に
入
っ
た
（
企
画
・
司
会
Ⅱ
高
倉
一
紀
、
発
題
者
Ⅱ
松
本
丘
・
綱
川
歩
美
・

西
岡
和
彦
、
「
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
」
第
二
八
号
所
収
、
二
○
一
二
年
三
月
）
。
た

い
へ
ん
興
味
深
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
綱
川
氏
の
発
題
と
本
稿
後
半
部
の
内

容
は
、
互
い
に
響
く
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
思
う
。

「
橘
家
神
体
勧
請
伝
」
一
巻
合
ｌ
平
ら

『
橘
家
神
道
十
三
冊
」
一
通
お
‐
巴

こ
の
よ
う
に
、
「
御
年
譜
」
に
記
さ
れ
る
伝
授
書
の
ほ
ぼ
全
て
が
、
「
神
道
伝
授
秘

函
」
の
中
に
は
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
し
い
中
身
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
に
出
現
し
た
「
生
」
の
資
料
群
が
、
垂
加
神

道
の
伝
授
形
式
・
内
容
の
解
明
に
多
く
の
知
見
を
与
え
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
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